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特徴を明らかにし、より効果的な治療法の開発を目的に、183例の HFM 患者の正面頭部 X
線規格写真における顎顔面形態の定量的分析を行った。 
 
 研究方法   
対象:  
 2005年 1月から 2015年 12月までの期間に、片側 HFMと診断した、183例 (男性 121例、
女性 62例：初診時平均年齢 11.3歳) を対象 HFM群とした。また、顎変形症のない歯科
矯正治療前の患者 80例 (男性 28例、女性 52例：平均年齢 11.5歳)をコントロール
群とした。本研究では HFM群を下顎枝、顎関節の低形成の重症度から Pruzansky grade 
I :155例（軽症群）、Pruzansky grade II + III: 28例（重症群）に分類した。 
顔貌評価:  
 撮影した正面頭部 X線規格写真の画像データに、画像分析ソフト CephaloMetrics AtoZ 








                                   
評価法 
 HFM 群における患側と健側の計測項目の平均値をそれぞれ算出し、paired t-test を行
い評価した。続いて、HFM軽症群、重症群、コントロール群間で 計測項目の患側 / 健側
比の平均値をそれぞれ算出し paired t-test を行い評価した。設定した計測項目と下顎





軽症群において、下顎頭側方距離 (line①)、下顎角側方距離 (line②)、下顎骨体長 (line
④)、軟組織側方距離 (line⑤)でいずれも患側が有意に短かった。 
重症群 では下顎頭側方距離 (line①)、下顎枝長 (line③) 下顎骨体長 (line④)でいず
れも患側が有意に短かった。 
2:線計測 (軽症群、重症群、コントロール群の患側/健側比の比較) 
 下顎頭側方距離 (line①)、下顎枝長 (line③) 、下顎骨体長 (line④) で軽症群、重症
群ともにコントロール群と比較して有意に小さかった。 
3:角度計測 (患側と健側の比較) 
  軽症群において、下顎骨体外傾斜角 (angle④) で患側が有意に大きく、下顎枝内傾斜
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角 (angle⑤) で患側が有意に小さかった。重症群では、下顎角 (angle③) と下顎骨体外
傾斜 (angle④) で患側が有意に大きく、下顎枝内傾斜角 (angle⑤) で患側が有意に小さ
かった。 
4: 角度計測 (軽症群、重症群、コントロール群との患側/健側比の比較) 
 下顎角 (angle③) と下顎骨体外傾斜(angle④) で 軽症群、重症群がコントロール群と
比較して有意に大きかった。 
5:オトガイ偏位量と各計測項目との相関 
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結果の要旨 
本研究は、HFM の顔面非対称の特徴を明らかにする目的で、183例の HFM 患者の正面頭部 X
線規格写真における顎顔面形態の定量的分析を行ったものである。その結果、HFM の下顎
骨体部が下顎枝・顎関節の変形の程度に関わらず低形成となること、下顎枝、顎関節の変
形が大きい程、下顎枝の内側傾斜が大きくなる一方で、オトガイの患側偏位を顕著に認め
ることが明らかとなった。下顎骨体部が下顎枝、下顎頭以上に顔面の非対称に強い相関を
持つことが明らかとなり HFM の顎矯正手術における、新たな診断評価基準を確立するうえ
で重要な知見が得られ、本研究者は審査委員全員から医学博士に値するとの評価をいただ
いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
